






















































































 ◦ 埼玉県旧高橋家（国指定重要文化財）の資料調査，試料採取，炭素 14 年代測定を行った。また，
福島県三木家，大阪府吉村家，大阪府泉家，徳島県三木家（いずれも国指定重要文化財）の年
代について，収集済みの建築材試料について年代測定を実施した。旧高橋家は 18 世紀初頭，



































から !? ―1 万 5 千年前になにがおこったのか―」に反映された。また，弥生開始期の研究に次ぐ古
代史再構築において，古墳開始期の年代が整理された。
　何よりも自然科学的な年代測定法が，先史時代をくだる「歴史時代」に応用される道筋をつけた
ことが成果として挙げられる。文字や筆致，技法，様式などから導かれてきた歴史資料の年代との
整合性は，炭素 14 年代法の精度向上によって検討が可能になる。測定例は未だ多くはないものの，
原理的に誤差を生じない年輪年代法とともに，従来の方法では困難な年代情報の獲得に応用できる
ものと思われる。
　資料に基づいた年代研究を進める上で，測定結果に基づく議論に力点を置くことはもちろんであ
るが，本研究を通じて，年代測定がごく微量の試料採取（炭素 14 年代法）ないしまったくの非破
壊（年輪年代法）で可能ということを，歴史・考古研究者にアピールすることも大切な使命と考え
られる。年代測定に対する研究者の理解がいまだ十分でないことも事実であり，継続的に成果を蓄
積する必要がある。
（国立歴史民俗博物館研究部）
